
県介護予防マニュアル改訂版修正内容について（新旧対照表）          【平成２７年 5月】

新（修正後） 旧（修正前） 備 考

Ⅰ 導入編 

第１章 介護予防総論 

３ 介護予防に係る二次予防事業について 

（１）介護予防に係る二次予防事業の流れ 

 要介護状態になるおそれの高い状態にあると認められる 65 歳以上

の者に対し，介護予防事業を実施し，対象者の心身の機能や生活機能

を高めるとともに，一人ひとりの生きがいや自己実現のための取組を

支援します。

今回のマニュアルには従来の「運動器機能向上プログラム」「栄養

改善プログラム」「口腔機能向上プログラム」「閉じこもり・認知機能

低下・うつ予防・支援プログラム」に「複合プログラム」を追加しま

した。

事業実施後は事後アセスメントを行い，専門職による継続支援が必

要な対象者は二次予防事業の継続，状態が改善した対象者はその状態

が維持されるよう，一次予防事業や地域で行われている健康づくりや

介護予防活動へつなぐなど，対象者が主体的に介護予防に取り組める

よう支援することが必要です。

介護予防に係る二次予防事業の流れは，次のとおりです。

Ⅰ 導入編 

第１章 介護予防総論 

３ 介護予防に係る二次予防事業について 

（１） 介護予防に係る二次予防事業の流れ 

 要介護状態になるおそれの高い状態にあると認められる 65 歳以上

の者に対し，介護予防事業を実施し，対象者の心身の機能や生活機能
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新（修正後） 旧（修正前） 備 考 

図表１－５ 介護予防に係る二次予防事業の流れ 図表１－５ 介護予防に係る二次予防事業の流れ 総論 
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図表の修正 

「介護予防に

係る二次予防

事業の流れ」に

二次予防事業

終了後の流れ

を追記 



新（修正後） 旧（修正前） 備  考 

４ 二次予防事業終了後について 

  二次予防事業終了後，事業実施者は対象者の事後アセスメントを

 行い，専門職による継続支援が必要な対象者は二次予防事業の継

続，また，状態が改善した対象者はその状態が維持されるよう，一

次予防事業や地域で行われている健康づくりや介護予防活動へつ

なぐなど，対象者が主体的に介護予防活動に取り組めるよう支援す

ることが必要です。 

  二次予防事業終了後の対象者が，地域の通いの場で主体的に介護

予防活動に取り組めるよう，市町村や事業実施者は，事業運営の中

で対象者に役割を持ってもらうなど対象者の主体性を引き出す視

点を持ち，事業終了後の地域での生活を見据えた支援が重要です。

５ 予防給付の介護予防ケアマネジメント 

（省略） 

６ 医師の判断を求める基準 

（省略） 

７ 安全への配慮について 

（省略） 

８ 介護予防事業等の事業評価 

（省略） 

４ 予防給付の介護予防ケアマネジメント 

（省略） 

５ 医師の判断を求める場合の基準 

（省略） 

６ 安全への配慮について 

（省略） 

７ 介護予防事業等の事業評価 

（省略） 

総論 

Ｐ１５ 

「二次予防事

業終了後」につ

いて追記 



新（修正後） 旧（修正前） 備  考 

第２章 複合プログラム 

 １ 事業の趣旨 

（４）個別サービス計画の作成（様式２） 

（省略） 

（５）プログラムの実施 

 ア プログラムの趣旨 

   本プログラムは，運動器の機能向上プログラムに栄養改善プロ

グラム・口腔機能向上プログラムの内容を盛り込んで一体的に実

施するものです。具体的なプログラムの内容は，各々の市町村に

おいて従来実施している内容等を組み合わせるなどして作成す

ることとなりますが，プログラムを作成する際には，以下の点に

留意し，対象者が楽しみ，継続して参加できるような内容となる

よう工夫します。 

   また，プログラムの実施者は，二次予防事業対象者が介護予防

プログラムを終了した結果，得られた活動的な状態を維持するた

め，プログラム終了後の対象者の活動を視野に入れた支援を行う

ことが重要です。 

第２章 複合プログラム 

 １ 事業の趣旨 

（４）個別サービス計画の作成（様式２） 

（省略） 

（５）プログラムの実施 

 ア プログラムの趣旨 

   本プログラムは，運動器の機能向上プログラムに栄養改善プロ

グラム・口腔機能向上プログラムの内容を盛り込んで一体的に実

施するものです。具体的なプログラムの内容は，各々の市町村に

おいて従来実施している内容等を組み合わせるなどして作成す

ることとなりますが，プログラムを作成する際には，以下の点に

留意し，対象者が楽しみ，継続して参加できるような内容となる

よう工夫します。 

複合プログラ

ム 

Ｐ２８ 



新（修正後） 旧（修正前） 備  考 

（途中省略） 

イ プログラムの実施期間・回数 

  到達目標を見据え，運動・栄養・口腔の各内容を複合的に取り入

れたプログラムを実施します。 

  プログラム実施にあたっては，対象者が継続して介護予防を実践

できるよう，プログラム終了後の活動の場（受け皿）も視野に入れ

て，支援する必要があります。 

  プログラムの実施期間・回数，参加者数等の目安は以下のとおり

です。 

ウ プログラムの内容 

（以下省略） 

（途中省略） 

イ プログラムの実施期間・回数 

  到達目標を見据え，運動・栄養・口腔の各内容を複合的に取り入

れたプログラムを実施します。 

  プログラム実施にあたっては，対象者が継続して介護予防を実践

できるよう，プログラム終了後の活動の場（受け皿）も視野に入れ

て，支援する必要があります。 

  プログラムの実施期間・回数，参加者数等の目安は以下のとおり

です。 

ウ プログラムの内容 

（以下省略） 

複合プログラ

ム 

Ｐ３３ 

図表２－３に

追記 



新（修正後） 旧（修正前） 備  考

複合プログラ

ム 

Ｐ４４ 

「私の元気計

画」を記載する

際の参考に追

記 



新（修正後） 旧（修正前） 備  考

複合プログラ

ム 

Ｐ４５，４９，

５３ 

各「個別サービ

ス計画兼評価

報告書」に自由

記載欄及び記

載日の欄を追

記 







新（修正後） 旧（修正前） 備  考

Ⅱ 実践編 

第３章 運動器機能向上 

 ５ 運動器の機能向上プログラム 

  （２）事前アセスメント 

（途中省略） 

ウ 体力測定方法と参考値 

  運動機能自体の評価方法は以下に示す通りです。検査者が常に同

一人物でないことや教示（声かけ）により記録が変化することも考

えられるため，方法ならびに教示まで設定しました。検査者はこの

教示を原則として行ってください。 

  また，この運動機能測定項目は対象者の事業前・後の変化をみる

ためのものですが，「一次予防事業」「二次予防事業」「予防給付」

の中で，「現在，自分はどの程度の位置に存在するか」ということ

を把握することができるように，今回は一次予防事業・二次予防事

業・予防給付対象者に対して平成２３年４月から１２月にかけ各市

町村並びに関係団体に協力していだだき各条件該当者に実施した

体力測定の結果をもとに６段階評価が可能となるようにアウトカ

ム指標を設定しています。 

  ならびに平成２５年４月から１０月にかけ，一次予防・二次予防

ならびに予防給付事業実施団体に対して生活機能チェックも併せ

て実施しました。これはあくまでも一つの目安として利用して頂き

たいと考えます。 

（以下省略） 
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えられるため，方法ならびに教示まで設定しました。検査者はこの

教示を原則として行ってください。 

  また，この運動機能測定項目は対象者の事業前・後の変化をみる

ためのものですが，「一次予防事業」「二次予防事業」「予防給付」
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を把握することができるように，今回は一次予防事業・二次予防事

業・予防給付対象者に対して平成２３年４月から１２月にかけ各市
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（以下省略） 

運動器機能向

上プログラム 

Ｐ８ 

追記 



新（修正後） 旧（修正前） 備  考

（途中省略） 

図表３－１０  ５ｍ歩行の得点表（平成２３年度調査より） 

（オ）Time up & go test(TUG) 

（以下省略） 

（途中省略） 

図表３－１０  ５ｍ歩行の得点表（平成２３年度調査より） 

（オ）Time up & go test(TUG) 

（以下省略） 

運動器機能向

上プログラム 

Ｐ１３ 

図表３－１０ 

５m 歩行の得点

表差し替え 




